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1．．問　題

　コンピテソスのとらえ方とし｛抄木き．柔 亀？嗜分サら

、胞るF第き 碍馬．深壌に適麻レ・．さ學罵締御す為・・操作

鯛雌拷叛確脚顔遡2、猷雌繍轍
．隼を果ちす前適項， 耳将来町庫期？て発達すう能麹であ

る。そして第3が・Goldberg（1977）やAli喋即魎塵聴11

q9裕騨財ヅ晒叩と町ン洛嫡塑たも
ので，それは，乳児の行動が，養育者の行動をかえ，さ

畔・』熱拶睨磯響聾蝉昌・っ1た湘難吊の
出来る能力をコソピテソスと考える立場である。

　勇；では・砂郷のソr膨肋ヲ、γ＝ピテ路の乳

児側のSubsetとしての・愛着行動≧：』人見知り行動の

発逮をとらえる寧にする。なゼヲ愛蕃行勤≧人皐知g行

動を・ソーシャル・コソピテソスのSubsetと考え為か

と咳柔・B。wlby（！♀69）獣硬翫動ξは・r無力
な乳児が，そば近くに養育者をとどめることによづて，

食物をもらい，養育者から学ぶ機会を得るために起こ

す，吸購しがみづき1後追い，、泣戴微笑な どの行
動」と，とらえら舵七“るもこめ右がら，愛藩行動は，1

ソーシャル・ コシピデソスめい菰’養育者の乳児に対す

る行動をかえるはたらぎが串来るものと考えることがで

きる。 ・

　又，1人見知り狩動は，ジごの愛着行動φ前段階に現われ

る，養育者と，見知らぬ人とを区別ずる働ぎであり，

・恥e蜘n（1961）や 題nsw・坤rq967）が，r愛着行

：動と人見知り行動の発連臨・非常に関連してお，転戸方

二が遅く．なれば嘉片方も遅くなる」一』と言っているように，

』同質のものど，考え：ら れるから辱ある。

　次に，めソ葺ジモ’ル・1コソビテソスの発達に関連す

る養育態度及ぴ形態を明らかにずる。ツ」シャル・コン

ピテ；／スを，乳児と養育者の相互作用と考えている以

　　　　　　　ノ　じ　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　ごと　じ

　　　　　　研第第5部叢萩 原．英胃敏、

上，養育者の乳児に薄｝お態度尋養育形態ぶ，6このロソ

ピテソス発達に，一夫“に蘭与し七“る琳ほ乎想きれる。

Ainswo曲（1967）は，愛着φ形成において♪養育者が

乳児の発する信号に注意し，乳児のリズムにうまく合わ

母ることの鱒る」ad6e繭窃断」の態度漉重要な意

味を持っていると言ってレ｛る。ここではゴどの信毎のう

ち・睡眠中の〔泣ぎ〕をとりあげる。泣きの行動自体

は勲理的聯疎即個人融どによヴ・・そ嘆甥
度や強さはちがうと ．考之られる力茎，一方Ainswolt五

＆圃（・972）概r鰍・輔酪瞬期の鞭剛
する養育者の無視はゲその次の些半期り乳児の泣惑叫び

と論灘欄して蝸とゆ綜施・翻者のaCCr
，essibi五tyのない態壌苅㌔ 泣き行動を持続させる』と言

’っている様に，1泣ぎ行動に養育態度が非常に関わってい

る富が予想されるがらであ 為げ二

又澱近漣児聯物蝿力概〔母乳駄工乳〕
といった，哺乳形鱒力号ソ7シャタ？コソピテソス，す

なわち母子関係を中心とした心現面に夫いに関係すると

書っている・しカ≦恥理学の立場から劉ま・K轡玖（19

69）が， 「母親の子供に対する態度と，授乳時に生じる

社会的相互作用の性質の方魁璋判で育てられるカ≦，人

工乳で育てられるかより、むド臨界蘭な要因である」とレ

で， 哺乳形態とソーシマル・コγごテソスが一元諭的関

…即ない鞭主張してい るし・ 馨・蹄（・噸「1塞・

Ainswo曲による15の愛着行動圏 〔母乳r人工乳〕と

一、・った哺乳灘との髄略た称1なんら穂な差睨
出せなかっ牟としている。誇導で軌噸乳形態粧孝塗馨〉後

のソージャル。コソ ど些1』1ξの様に力嫡ぢてい

るかをみる。

～㌔」1畦』罪乏 「い『ゴ』1『・F　、 r　㎏　 六l　L二lr F

、』皿芸〉1労まε去ゴ：浮ン 1 1　　　♪　　二』同㍑、，詠

　 』「・㌧ドぐ』、㌧ 』1・ 一　　1冗　1＝IJダ「Fεe

1．　被験者　束京都の病院に付設されている，二保健指滋
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日本総合愛育研究所紀要

　部に継続して来所する，新生児から10爵月までの，乳

　児とその母親192組

2，実験及び面接法　当保健推導部でを零，．裂坦期には，，∵

　毎月か隔月に1回の割で，健診を行1なうシステムにな一

っている・そこでは4名の保鷲が母親セ臼あ1らかじ．

　め用意された質問項目について，面接を行なづ。』又，

　8～10ヵ月児に対Pて㌦、特別や岬専同豚臨、スゼ、

　シマル・コソピテソスや精神発達に関して，別の一室

　で，実験観察したり，母親に面接する。この一室は，

　13平方メ 一ター程の広さで，発達検査や面接をするた

　め6机やイス，1サーグル，・検査用具などが備えられて

　いて，被験者にとって，この一室は初めての場所であ

り、， 1又，，『な理専門家もは畦φで会喰起木であ為9

　（1）：漆研究酢擦用レた∫ 録鰹婦潮画接す至！質問項目

　 参 全般に覆準低て．r［・』 1（』1ド寸♪＝．

　　・・坦隼頭倖r．

　　 』・
稗の動務の有無・（る旨 下も倉費）

　西・月齢別に ∫
　1

「、ン．き㌘』羨 』

　表1 1　『 1r．∵r
rr

Fづ〔誉 ♪、

月
齢㌧『 『貧”問ニン項1’・・目

兜現在毎哺乳形態1ポ冨㌧

婦 月 母乳聯乳送‡乳11
』糎財態ばジ
丸 ㌧良眠：藺題宥づノ』

、5現在あ哺乳形態庶1　　　　　　、

2ん言 母乳混合乳　入工乳

ヵ月 ・睡眠状懸まr『

’

F良眠澗題有り

4ん5
　・嘱月』

．遡現在の哺乳状脚鼠・．
．母乳漉合肛乳．・睡眠状態嫡

　良眠澗題有り』，

・・ 卑鋤は
｛ト1 哨り・無し冗

’　　　　　
・睡眠状態は

、6～7、 ．、洩暖欄題有り1
．葦 月．W ‘汰見知りは．

・Fい ケー』無し

　　，　　　・胃　．』
、。8～10　．』

…戴月 』『

1、1
曄眠聯ち　　良眠問題有り

（2）母親への愛着行動に関して，心理専門家が行っ

　た，築験及び面接項目〔Ainswoτth．邑Bgヌ1（工970）

　のsettingを参考に しながら，健診シ不テムに支障

ゴめない方法で〕座　、

第18集

a　実験　　　　　　　　　　．
①母親といっしょの状態で，見知らぬ場所で，

　見知らぬ人〔心理専門家〕にあったら，どうな

r・ るか6 1　’
r一．

¢、母翠藍、・？し遇に』・為状況において，見知ら

　．．ぬ場所で， 1乳児は安心して，検査用具などに対

、，』∫㌧鍔牽行動をおモ 塗う痘）。

1鷺欝ぞ麗聯へ嚇まど　
①母親が急に，手元にいなくなった時の，’乳児

　の行励はどうか。

②　母親がまた，乳児の所にもどって来た時の，

　乳児の行動はどうか。

皿．評定方法

　1．　哺乳形態に関して　

脚｝矛胚ら1 4～ 5ヵ壁で麺蝉酵し臥
され∫唖柳饗料些衝煙ぢ全部彫形摩

鱗叡1㌘吹鴨騨嘆準聯
　母乳群：3向の丙デ全向無乳が∫1回混合乳が入っ

　　　　　ている。

．混合乳群：r3回み内，全向混合乳が，1底母乳が入っ

　　　　　ている。∴1 Fひぐ［∵

　大工乳群 ゴ3何め内ζ全画矢工乳か劉1向混合乳演入

　　　　　っている6 　1一』

　21’ 睡眠状態に関して 　　∵ ・』 』・・』 』べ

　表2
月、、齢 ・問題有ヴ行動・ 不　明・

・ねない　・ぐずる』 9よ』 ・夜はだ．

1ヵ月 く泣く．一眠りが浅い ρこ

・不規則　・汐方ぐずる・．

・ ねつき悪い　隻床では泣 二

2～3
・夜あまりねない　・ぐず ・日中不

』ヵ月 る　、乳眠りが浅い， 航抱い 、機嫌♪

て㌧旗いと泣く＞

・夜泣き　』 ぐずる」抱 写昼寝は

4～5　 r誌て㌧∫ないどねない』・．ね まりrし

、…『
月 ・むいのにねむれなV5 rll・途； 、なし＞1

中で起ぎるr二』 9夜屯睾ぎよ二「1

ミら』よζ起き為 寸恥に置く 』

『愚 ’㌔・
諸葬き重』．ぺ敏感で午睡出

ない、
、　、，』
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萩原：乳幼児における母性的養育環境の相違ど発達に関する縦断的研究

6ん7．・
　ヵ月　．

・夜中泣く、、・．夜中ぐずるー

・ねう1ぎ悪い

こちょご超ぎる

・

8～101
　ヵ月

・夜泣き ・夜中ぐずる
gr

っき悪い　・夜中突

然泣く』、夜中起ぎる㌘
、

・カγシ

クを起

す

　睡眠状態に関して，5期全部に面接され，記入されて

いるのは，以下の通りで，45バーセソト程度である。 し

かし，4期以下の資料でも，良眠と，問題有りの分布比

は， 54対51で，全期記入のものと差はなく・有効に使え

ること力監わかった。

　 全期記入　87名（45％）

　 4期記入　45名こ（23％）

　　　　　　　（良眠19間題26）

　　3期記入 21名（11％）‘

　　　　　　　（良眠13問題8）

　　2期記入124名 （13％）

　　　　　　’文良眠13 間題11）

　　1期記入 15名（8彩）

　　　　　　　（良映9ゴ 問題6）

3． 母親⑩愛師動騨して』
づ lr』

　衷3

愛着行動有り 汽愛藩行動無し

・人見知りす る1』 ・入見知りしない・

1 ・顔をじっと見る

実
・泣く．

・安心してよく遊ぶ ・じっとしている

皿 ・探索行動をよくす ・探索行動を行なわ

験 る ない

皿
・適応する ・不安を示す

終始慣れない

・後追いをする ・平気である

面 1 。泣く ・どうしてよいか著

・探す．． 悩に打ちのめされる

・笑顔をみせる ・以前とかわらない

接 皿 ・喜んで声を出す 軌歓迎の動作を示さ

、・ 迎の動作を鍾 なレ㍉”

．母親への愛着行動の，実験3項目・面接r2．項目につい

て，一1人の心理専門家力顎一上記の基準から， 愛着行・動

（有り一無し）を判定し， ・記入された項鼠中5何項目に

愛着行動が見られるかを，百分率で求めだ3 ただし9実

1験1の人見知り行動に関しては， ずでに消失している癖

が考えられるので，以前みられたという記入があれば，

たとえこの実験でみられなくとも，人見知り行動有りと

判定した。なお判断がつかない場合は，有りの得点の半

分とした。又，記入もれがあるので，5項目中3項目以

上記入されているものを資料≧して使った。資料として

使っ たものの，記入状況は以下の通りである。

　全項目記入　124名（70％）

　　4項目記入　　36名（20％）

　　3項目記入　　18名1（10％）

　　　　　計　178名

　w　結　果

　　　　　　　　　b
　I　出生順紅（数宇に人取以下同じ）1

　図1Φ蓮う第11子力1，β金参2をし夢・』第2．子洋木体

3分の1をしあゼ写第も子以上ほ，非常に少ない。rすな

わち今日の日本φ宰均的なド兄弟敬の少ない対象児であ

るo

　　　　　　　図1　出生順分布

第1子
126（66％》

第2子
58（30％》

　　　　　　　　第3子以善．解欄

　2　母親の動務の有無

図2の聯とんどゐ人が・鱗じて紡労野分

勲鞠轡輝肇殉轡 、

　＾、　．　図2閣’母親伶勤務φ有無璽憂布・．1

　無
165（86％》

　有
27（14％）

1’3　哺乳形態　　　　　　　　　　　　　　，

：図3樋り・恥ヵ月時では・医学上初Lの鹸騨叫

ばれている事もあり，母乳混貧双方ども』50パー摂ソト

近くを示しているが，次紅齢乳が・A工乳匿妙っ

く瞳主 4～毎朋で酔零，．痕覇鰹二慧．陸示
じ♪母乳にかわづて，1第1位φ座を占めるようになるo
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　4　睡眠状態

　図4の通り， 問翠有り行彰魁 2fY，3ヵ月児まで減少

，鱗糖．紳場後は上昇が撮嫡匂 81～1・ヵ月時

，鯛．纏朔鯵？聞購堕嘩示堵し臨

　6 愛着行動　

鴎嚇り1、5吻囎働即、中ゆつから5つの
調査隷た即溶七に凌節動みられる乳児が，

雑卿轍を晒預既ら紘いのカ㍉勧φ，2
馴昂ら純吻が・勘9約1タをしめ漏・

　　　　　　図6・ 愛殖行動得点分布

％
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図4＝、睡眠状態問題有り爵無しの分布
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　　　　U月』2－3”些一5カ月6－7ヵ月8－10ヵ月（月齢）

ド5ミ．人早卿餌撫（璋過卿クλ：．，・ ‘1，：
　図5の通勢・。す奪齢4ぐγ昏力 月時醇全体璽％ρ乳卑
．が・人見糟騨蛎し・．解．絹時1こは』人見知り

行動を示す乳児演，1示さな》浮L児より多くなり，8～10

ヵ月時になる孝，全体の％φ乳児が，人見知り行動を示

　　　　　　　／　　　ll｝
しているo
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　以上・図1～6までが， 今回の調査から出た基礎デー

タである・そこでrこ纏群・ ソ」シ轟・r醇ピテ
ソス〔愛着行動・人見知づ行動〕 の発逮と，養育態度及
び形態の関連をみていく凄虻す る。、　　’＼い

7蜻行動と樋興態 脈、 ．　．、
　愛着行動と養育態度の指標であ葛，睡眠状慈6閑連を

みたところ・図7の通り睡眠状態問題有り群の愛差脅動

点が・1良眠状態群の得点より，、低く分布・している事がわ

かっ零・。並かも．累検定の蘇噴麟差観出して
いない。

％．

701

て60

5①

40

3①

図ア　愛着行動と睡眠状態1』

　　　　　　　　N．S．

　20

　．ユ0

～告

・∫・こ 《聖、：：』1・19翁〉S副＝轡戦 1こ5躍S（聯動㈱

な人見矧徳と錘瞬態』
汰見知り 行動と睡眠撫の髄を激たどあ，．、阻8の

通りる、睡眠状態問題有りの群の夢力㍉』良眠状態群より，

．いくぶん人見知り1成立時期が遅博事がわか3づ・二溢。 Lしか
』し，1』こ れも有意な差は見出してbな㌧、5イ、お』、一 ・｝ 、蛤シ

⊃’』i　gJ　l愛藩行動と哺育形態』，1一　・

』』愛着行動と養育形態の回側面である，哺乳形態の関連

』良 剛 　　　　　　　一
眠 題r

有

り∫

48
蹴』 珀一 ll31

P一 126一



萩原＝乳幼児における母性的養育環境と相違と発達に関する縦断的研究

をみたところ，図9の通り，一定の傾向を示さず， 何ら

有意な差は見出していない6

　　　図亘　λ見知う行動と睡眠訣態
、錫
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噸
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212。・・27
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り，8㌍10麦貝児までの人見知り未成立の乳児の数が，

伽群よ 射母乳購・有意 （師％水準）に多かつ秘

これは51母乳を与えられた乳児の、方が・ソニーシてノレ0コ

ソピテソスの発達で遅彩る事を尽すちQであであるo
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“見即畔膳）

・二以上，」悩7．～’10までが，’ツーシゼル わ訟乙ピテソ不の

発達と，養育態度及び形態との関連を系す結果である。

，1最後に，IE鵬伽狙（1961） や働SWO地1（1967）等

が述べて礒る様に， 愛藩行動ど人見知り行動が・二 同質の

ものであるかをみるため，4～5ヵ月時という早期に，

人見知りが成立した群と， しない群の．ちがし、が，愛着行

動とどう関連するかを調ぺてみた。

11、、愛着行動と，1人晃知リ行動．

、、

11璽通 りで∫』4㌘、5・ ヵ月時に｝ ム見知りが成立し非

群が，ルない群雄う、愛着行動で高得点をとる者力塗か

ったo検定をレ蹴≧こrろ，1影本準ρ有離ヵ茎あった6r

．こり事か亀レ．早期硯木見知ウを虜立させる蛮と・愛蒼行

蹴耐事と脱 深卿違φ輝揮．と 駄・・う 亭力鵬来
rるO　r 1 l　Fr！ 噴
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　まず睡眠状態であるが，図4の示す様に1 ・2鰍3茅月
時を境にして，その後の泣きなど間題有り行動が1』1増加

の｝途をたどり・ている。特に6～7万月時は・一その増加

が曇著］レいカζ， これはこの時期，泣きとい二う、行動が弘母親

など養育者を自分の方に引き寄せる手段として使1う、・：齢

わゆる愛普行動1として出現したため江と考えられる d こ

，ればゴ 愛着行動ど深い関連のある，く人見知り．行動に聡y・

て，1 6γク〕ヵ・児時，・図5の示す よう に・約半数の乳児が

人見知り、行動．を示す事と呼応しているるP、 rll・蔚・』百

　そこそ，この人見知り行動であるが，図5の結果をヌ

Yaτ【ow（1967〉の報告と比較してみた。彼は，1人の母

性的人物から，他の母性的人物へ移動さ鮮る墜の篭1乳児

の反応をみたのであるが，その結果，人見知り行動の出

現’（通過率で）は7 ．13ヵ月時で，、12％， 16、ヵ、月時で1、52

％，・8ヵ月時で｝．98％であった。 この蛮は・・6ヵ月時で

1盈ま相方とも‘50％前後で同じで，』8 衡月時1悪は∫Ya←

τow・の結果がかなり高い通過率を示す寧1どなるが1・：こ

れは1』他の人にわたすとい』う ，よ ウ人見知りを起こしや

すい状況に，場面をセジティソ．グしているためだと考え

、られる。1

1ン次に，ソ胞ンマル。コソピテマ不〔愛着行動・人見知

：江り・行動〕、＝の発達と， 養育態度〔睡眠時の泣きとぎ》う蘭テ

働にづどう対処する か〕の関連をみ頴いrぐど∋i 図7（ジじ8

1が示す様にヨ、有意な差ば見出せながづたけれど∫も1・ちi　r睡眠
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蒔紀泣ぎなどめ筒題がある方がヂソ＝」ジ・栂シ・コゾビテ

ソスの発達に遅れがみられ臨’睡眠時醇睨め泣 ぐと焉・

いう行動を，BOwlby（1969）め考だてしκるi詐生後最も早ト

嵐がら認あられ一る，・母親を子どもに近づける機能を持っ

’た1－ISi言b吾亘』舳a蝋・r」と定義らける1なぢ』・』ごづSig蜘

を了いづま でも多く出さ、なけれぼなち二な）・状態1』Ains－

w鱒猷趾（醜）憶1との状態をま濃儲礁視
1にょ廉起ビ雛巖て略が』 珍駁薩づ紋論
を進めるタ～養育者の子どものS置gn訓を無視するとい

・う態度ほ，，璋葦行動や大見知う特動芝じ｛らた1』ソ」ジャ

ル・コソピテゾスの発逮に，マイナス要因として働く事

が予想出来るのである。

　又，ソーシでル・コンピテンスの発達と養育形態・〔こ

こでは哺乳形態〕の関連をみていくと》図1σが示ナ穣

に・β～・oヵ朋での・人見知賊立・未雌では論

恥母乳謙繊立の乳児が多く・嘲期とい枕
哺乳形態郊さ見知φ『と ヤ・っ沁マご．シセいマソ『テ1ン

不鱗聾亭ヂ路鱒騨糖、事が瀕・つた。ヒめ
結果は， 小児像健学の方から主張される，母乳授乳によ

って得られる皮膚と皮膚の接触が・母子関係をっくる重

要な要素であるといった考えを支持せず，むしろKagan

が言らている標なレ母乳授乳から生じる，母r子の間隔

め近距離みも1どでめ，eye　to　eye　contacし話しかけと

’“み顕社会的相互作用の少な さが1ソーシャル y、旨ソ、ピ

1テシ不の発達に・㌧痔イナスに働いたのではないかと考え

’られるぷンJ　S爵・ロ、。

　最後に外愛着行動と人見知り行動の関連をみ たと こ

・ろi』図∬め示ずとおり レ有意に，人見知り成立が早い
F程1し愛着行動を起こ・しやすいとし・う結果がでた61ヒれは

FleedmanやAi船worth等の考えを支持するも‘う1であ

るε1』』』ユ』rこ1 ：』1δ、‘ ア

　1‘鷲マ【ゴ要 一ト ｝二∴

　　』ド v、
、L〆『ニハ　rゴ、

厭本確φ・目鰍汲着行動人見鋤働といった1
！チ騨シ勲ゴ禧シピテソ劫発達と，それに関わると思

身づ導る鄭勃児誇泣きに対する母親の態度とか，哺乳形態

などξり嘩潮らかにすることである。

』ヴ被験者鴎鯨都の病院蘇所する・新生時から1・ヵ

・児特ま紹め：乳児どその 母親192粗である。　・

　　調査方濠に』1再接と実験観察法である。面接によ、っ

1で，1，すでに記録ざれた資料から， 睡眠時に泣きなどめ行

動炉出るが答ケが羨人見知り行動はいう出たのか，今ま

での哺乳形態ほ勘なめか，、・などを調べた，又，8母10

魂月時心泌蔚行動を調べるため，見知らぬ人への反応．

などを観察した5 』　 『○く・ 』填：・、く』二r 』暦

　その結果は・以下の通りであるる 一∵、㌧

1・8～10力購鴎 頃か律？？全部噸目に愛着
働が見られる櫛確体の約半数を占あ・脚

　み、今》れない乳犀が，約里んをしめた。

乞 鯉5ヵ月時で・全体嘱6～筏潟時で，鯵
嘱8～10ヵ月賄全体の％の班マll：人鞠り

　を示した。　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　・・、コ
3鵬騨の輝である趣眠騨撃蟹の顧の
　起きる乳児が～良眠の乳児単塊膜てデ有意差は奉～・

．が・ソーシマル・留ピテ終幌勘～都轟』

4．人見知り行動が』8ん10分月時まで漣ぎない乳児

　は，母親授乳群が，他の群に比べて，有意に多かっ

　た。　．　　　．試　　　　　　　　　　　　　い

ε早期の人見勧行動成立と凌着鋤の形成と硯
　有意な関係がみられた。
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